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にあいさつをしたあと、昨年の学園関係の物故者8

人について、一人ひとり紹介をした。その後、参

列者は創立者揮毫の「不言実行為当人間」の掛け軸

が掛けられた庫裏に移動し、茶菓をいただきなが

ら故人を偲んだ。

中部高等学術研究所共同研究
第 1 回「春日井コモンズ」研究会

　6月13日午後4時から、リサーチセンター 2階大

会議室で、中部高等学術研究所共同研究「春日井コ

モンズ」研究会の第1回研究会を開催した。

　長島 昭特任教授（中部高等学術研究所）の「コモ

ン」とシリーズテーマについての説明の後、佐藤淳

二教授（中部高等学術研究所客員教授・北海道大学

大学院文学研究科）が問題提起をした。テーマは「科

学と〈私〉―個体の消滅と再生の系譜学試論」。続

いて休憩をはさんで自由討論を行った。

FD 講演会を開催
「学生の変化と

組織的な FD の取り組み」

　中部大学FD委員会主催で、6月4日午後4時30

分から521講義室でFD講演会を開催し、約80人が

出席した。今回の講師は佛教大学教育学部教授・

通信教育部長・教職支援センター長の原 清治氏で、

演題は「学生の変化と組織的なFDの取り組み」。

　原氏は、最近の大学生の変化に応じた教授法の

構築について、佛教大学での実践例を紹介。授業

中に学生が意見や質問を携帯電話から専用の掲示

板に書き込み、その投稿をその場でスクリーンに

映し出す講義では、双方向型の授業で活気が生ま

れ、学生の満足度も上昇したという。また、授業

を進めていくうちに、携帯で書き込むよりも口頭

で質問する方が早いと手を挙げる学生も増える効

果もあった。そのほか、組織的なFDの取り組みと

して、入試・教学・就職のデータ共有の重要性や、

教員と事務職員のすき間を埋めるFDスタッフの活

用などを提案した。

　講演後は、教員から質問が相次ぎ、白熱した質

疑応答が繰り広げられた。

2007 年度教育活動・改善賞で
43 人が表彰される

　6月23日午後5時から、「2007年度教育活動・改

善賞授賞式」を2号館2階中会議室で開催した。6回

目となる今回は最優秀教育活動・改善賞に15人、

優秀教育活動・改善賞に28人が選ばれ、山下興亜

学長から賞状と副賞が手渡された。引き続きPSホー

ルで懇親会が催され、受賞者を代表して平田 豊教

授（情報工学科）があいさつを行った。
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